
塩
化
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
注

射
液
（
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
静
注
）

に
関
す
る
質
問
主
意
書

前
文本

注
射
液
は
戦
後
初
め

て
日
本
国
内
で
使
用
許
可

さ
れ
た
α
線
放
出
医
薬
品
。

ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３

の
み
な
ら

ず
ア
ク
チ
ニ
ウ
ム
２
２
７
が

不
純
物
と
し
て
加
わ
り
、
取

り
扱
い
に
は
最
大
の
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

質
問
一

医
薬
品
と
し
て
承
認
さ

れ
る
ま
で
の
経
緯
、
審
議
会

名
を
示
さ
れ
た
い
。

政
府
答
弁

右
下
表
の
通
り
。（
記
述

か
ら
編
集
部
ま
と
め
）

コ
メ
ン
ト

α
線
に
よ
っ
て
骨
転
移

の
が
ん
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重
鎖

を
切
断
破
壊
す
る
効
能
が

あ
る
と
い
う
が
、
使
用
上
の

注
意
点
や
環
境
へ
の
安
全

に
つ
い
て
記
述
は
あ
り
ま

せ
ん
。
審
査
報
告
書
と
委
員

九
名
の
氏
名
も
な
く
、
二
六

資
料
中
二
資
料
し
か
公
開

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
開
示
を

求
め
ま
し
た
が
、
企
業
の

「
知
的
財
産
権
」
を
侵
す
た

め
非
公
開
と
さ
れ
た
と
の

回
答
で
し
た
。

質
問
二

製
造
工
程
、
原
料
の
核
種

の
半
減
期
、
経
口
・
吸
入
被

ば
く
の
実
効
線
量
は
？

答
弁

ア
ク
チ
ニ
ウ
ム
２

２
７
を
原
料
と
し
、
壊
変
し

た
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
の
原
液

を
得
る
。
被
ば
く
実
効
線
量

係
数
を
ま
と
め
る
と
下
表

の
通
り
。

コ
メ
ン
ト

こ
の
係
数
は

政
府
の
公
式
の
数
値
で
す
。

こ
れ
で
平
均
的
被
ば
く
量

が
計
算
出
来
ま
す
。

質
問
三

原
料
の
ア
ク
チ
ニ
ウ
ム

２
２
７
が
混
入
す
る
が
、
許

容
量
は
い
く
ら
か
？

答
弁

検
査
日
に
お
い
て

ラ
ジ
ウ
ム
２
２
７
の
〇
・
〇

一
四
％
以
内
。

コ
メ
ン
ト

こ
の
混
入
量

の
数
字
は
ア
ク
チ
ニ
ウ
ム

２
２
７
の
α
線
が
強
く
、
無

《天恵の海》
２０１６（平成２８）年

１２月２６日

第１７２号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

経 過

2015.4.24 バイエル社厚生

大臣に 認可申請

2016.2.26 薬事・食品衛生審

議会薬事分科会医薬品

第二分科会認可方針決

定。13 人の審議委員

2016.3.28 ゾーフィゴ製造

販売承認

工程 核種 半減期
実効線量係数

備考
経口摂取 吸入摂取

原料 アクチニウム２２７ ２１．７７年 0.0011mSv/Bq

0.63mSv/Bq 下記以外

0.15mSv/Bq ハロゲン化物、硝酸塩

0.０47mSv/Bq 酸化物、水酸化物

製品 ラジウム２２３ １１．４３日 0.0001mSv/Bq 0.0057mSv/Bq

「科学技術庁告示５号」平成１２年、 「厚生労働省告示第３９９号」 平成１２年

ア
ル
フ
ァ
線
放
出
抗
悪
性
腫
瘍
剤
「
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
：
ラ

ジ
ウ
ム
２
２
３
」
を
認
可
し
た
日
本
の
薬
事
行
政
の
根
本

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
病
院
か
ら
集
ま
っ
て
く

る
医
療
用
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
岩
手
県

滝
沢
市
に
あ
る
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
：
ラ
ジ
オ
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｍ
Ｃ
）
へ
ア
ル
フ
ァ
（
α
）
核
種
廃

棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
問
題
化
し
ま
し
た
。
認

可
し
た
国
の
医
療
行
政
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

本
会
は
川
田
龍
平
参
議
員
議
員
を
通
し
て
安
倍
内
閣
に

質
問
主
意
書
を
提
出
し
、
認
可
の
経
緯
・
事
実
関
係
を
質

し
ま
し
た
。
そ
の
答
弁
書
の
内
容
の
要
旨
を
報
告
し
、
さ

ら
に
、
再
質
問
書
を
提
出
し
ま
し
た
の
で
そ
の
要
旨
も
報

告
し
ま
す
。

国権の最高機関

国会議事堂

国民を守る

厚生労働省本館



視
出
来
な
い
量
で
す
。

質
問
四

ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３

が
壊
変
し
安
定
す
る
ま
で
に

生
成
す
る
娘
核
種
の
半
減
期
、

摂
取
の
実
効
線
量
係
数
。

答
弁

（
略
）

質
問
五

体
重
六
〇
ｋ
ｇ
の
成
人

に
上
限
回
数
ま
で
使
用
し

た
場
合
の
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３

及
び
ア
ク
チ
ニ
ウ
ム
２
２
７

の
注
入
量
と
被
ば
く
量
。

答
弁

ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
に

つ
い
て
は
体
重
六
〇
ｋ
ｇ

の
成
人
で
１
回
当
た
り
三

三
〇
〇
㌔
Ｂ
ｑ
な
の
で
六

回
で
は
延
べ
一
万
九
八
〇

〇
㌔
Ｂ
ｑ
と
な
る
。
総
被
ば

く
線
量
に
つ
い
て
は
腫
瘍

の
大
き
さ
や
体
内
ラ
ジ
ウ

ム
の
分
布
に
個
人
差
が
あ

り
正
確
な
内
部
被
ば
く
線

量
を
計
算
出
来
な
い
。

コ
メ
ン
ト

国
際
的
に
認

め
ら
れ
た
平
均
的
被
ば
く

線
量
を
算
出
す
る
「
実
効
線

量
係
数
（
核
種
ご
と
の
１
ベ

ク
レ
ル
当
た
り
の
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
）
」
を
な
ぜ
使
わ
な
い

の
か
？

本
会
の
計
算
で

質
問
二
の
表
の
経
口
摂
取

係
数
で
は
一
九
八
〇
㍉
Ｓ

ｖ
の
被
ば
く
と
い
う
驚
く
べ

き
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

質
問
六

放
射
線
障
害
防

止
法
施
行
規
則
に
よ
っ
て

「
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
の
規
制

基
準
」
は
「
一
〇
㌔
Ｂ
ｑ
」

と
さ
れ
放
射
性
物
質
と
し

て
の
対
象
物
に
な
り
ま
す
。

本
液
一
回
注
射
で
３
３
０

０
㌔
Ｂ
ｑ
注
入
さ
れ
る
。
患

者
の
排
泄
物
処
理
や
病
室

管
理
は
ど
の
よ
う
な
法
律
・

規
則
に
よ
る
の
か
？

答
弁

注
射
液
や
排
泄
物

は
放
射
線
障
害
防
止
法
令

の
「
適
用
除
外
」
と
さ
れ
、

医
療
法
、
医
療
施
行
規
則
な

ど
の
定
め
に
よ
る
。
処
理
は

「
医
療
用
放
射
性
汚
染
物
」

の
「
廃
棄
施
設
」
で
行
う
。

コ
メ
ン
ト

ゾ
ー
フ
ィ

ゴ
使
用
病
院
に
基
準
を
満

た
す
廃
棄
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
実

現
も
困
難
で
す
。
排
泄
物
も

下
水
道
か
ら
終
末
処
理
場

に
流
入
し
ま
す
。

質
問
七

本
注
射
液
一
滴

（
〇
・
〇
５
㍉
㍑
と
し
て

）
に
ど

れ
だ
け
の
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３

の
放
射
能
が
あ
る
の
か
？

答
弁

最
大
五
五
㌔
Ｂ
ｑ

含
有
す
る
。

コ
メ
ン
ト

空
気
中
に
拡

散
し
吸
入
摂
取
し
た
場
合

三
一
三
・

五
㍉
Ｓ
ｖ
被
ば

く
す
る
。
年
間
摂
取
限
度
の

三
一
四
人
分
で
す
。

質
問
八

本
注
射
薬
な
ど

の
廃
棄
物
は
誰
が
処
理
す

る
の
か
？

答
弁

医
療
法
施
行
規
則

に
よ
る
指
定
業
者
な
ど
。

質
問
九

母
核
種
の
ア
ク

チ
ニ
ウ
ム
２
２
７
の
半
減
期

は
二
二
年
と
長
く
、
残
留
し

毒
性
も
高
い
。
計
算
し
て
み

る
と
二
ベ
ク
レ
ル
吸
入
し

た
だ
け
で
も
公
衆
の
被
ば

く
限
度
を
超
え
る
。
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

答
弁

火
葬
に
つ
い
て
は

「
英
国
放
射
線
防
護
庁
」
な

ど
の
資
料
に
よ
り
公
衆
の

被
ば
く
は
少
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

コ
メ
ン
ト

日
本
政
府
自

身
の
分
析
判
断
資
料
は
な

い
の
か
、
示
す
べ
き
で
す
。

質
問
一
〇

こ
の
よ
う
な

危
険
な
α
線
放
出
医
薬
品

の
販
売
を
国
内
で
承
認
す

る
こ
と
は
見
直
す
べ
き
で

あ
る
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

答
弁

患
者
へ
の
有
効
性

と
安
全
性
を
比
較
考
量
し
法

政
府
答
弁
書
は
あ
ま
り
に

不
十
分
で
し
た
。
川
田
議
員

は
再
質
問
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
（
以
下
要
点
）

◇
放
射
線
障
害
防
止
法
の
適

用
除
外
と
い
う
答
弁
を
得
た

が
、
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
の
本

注
射
液
一
滴
（
０
．
０
５
ｍ

㍑
）
に
含
ま
れ
る
放
射
能
は

同
法
の
下
限
数
量
の
何
倍
に

な
る
か
示
さ
れ
た
い
。

◇
放
射
線
障
害
防
止
を
医
療

法
・
同
規
則
で
実
現
出
来
る

の
か

◇
内
部
被
ば
く
の
線
量
の
概

数
も
計
算
出
来
ず
、
本
注
射

液
を
医
療
現
場
で
使
用
し
て

良
い
の
か
。

◇
平
均
的
な
実
効
線
量
係
数

を
用
い
て
投
与
患
者
の
被

ば
く
に
つ
い
て
内
部
被
ば

く
線
量
を
計
算
し
そ
の
値

を
示
さ
れ
た
い

に
も
と
づ
き
判
断
し
た
。
現

時
点
で
安
全
上
の
懸
念
や
有

害
作
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。

コ
メ
ン
ト

こ
の
α
線
核

種
の
被
ば
く
は
数
年
月
後

に
現
れ
ま
す
。
放
射
線
被
ば

く
の
特
性
を
無
視
し
「
現
時

点
で
問
題
な
い
」
と
す
る
の

◇
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
の
放
射

線
は
腫
瘍
だ
け
で
な
く
、
周

辺
細
胞
に
ま
で
二
重
鎖
切

断
を
も
た
ら
さ
な
い
か
。

◇
審
議
会
議
事
録
の
非
公
開

部
分
の
公
開
、
審
議
委
員
九

人
の
氏
名
を
公
開
さ
れ
た
い
。

◇
滝
沢
市
で
は
α
線
廃
棄
物

の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
現
在

審
議
中
、
受
け
入
れ
拒
否
も

あ
り
う
る
。
受
け
入
れ
先
が

決
ま
る
ま
で
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
う
の
か
。

◇
本
注
射
液
使
用
患
者
が
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
、
火
葬
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が

あ
る
の
か
。

◇
α
線
核
種
の
使
用
に
つ

い
て
放
射
線
障
害
防
止
法

の
第
一
条
の
目
的
に
照
ら

し
て
正
し
い
選
択
だ
っ
た

の
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

は
国
民
を
守
る
姿
勢
の
有

無
が
疑
わ
れ
ま
す
。

我
が
国
独
自
の
慎
重
な
検

証
が
な
さ
れ
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
ゾ
ー
フ
ィ
ゴ
は
一
回

投
与
で
六
八
万
四
九
三
〇
円
。

一
製
薬
会
社
の
利
益
の
た
め

に
国
民
の
医
療
が
犠
牲
と
さ

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ラジウム 223 ６回投与で

経口摂取係数 から1,980ｍSv

答弁
1ml 中 ラジウム２２３ 1,100,000Bq 含有

∴1,100,000×0.05=55,000Bq

試算
経口線量は0.0001mSv/Bq×55,000Bq = 5.5mSv

吸入線量は0.0057mSv/Bq×55,000Bq=313.5mSv

試

算

（注射１回のラジウム２３が）3300ｋＢｑ×0.00014=462Bq

* アクチニウム２２７の 1Bq の吸入被曝線量は

最大で0.63mSv/Bq。 2Bq で公衆被曝限度を超える。


